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テレマティクスサービス T-Connect G-Link
・従来の安心・安全サービスに加え、車から収集されるビッグデータから、トヨタ独自の
Tプローブ交通情報を生成し、渋滞を回避するルートを案内
・個々の車の行き先を予測しﾙｰﾄ上の事故や渋滞を事前に通知する、先読み情報ｻｰﾋﾞｽを提供
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ビッグデータ交通情報サービス
・2013年6月～車から収集される位置・車速・ブレーキ等の情報をビッグデータとして統計化し、自治体、

企業向けに提供開始 ⇒ 交通流改善、災害対策などに活用

・2011年3月：ITS Japanへ通行実績を提供。「トヨタ通れた道マップ」をホームページで公表



トヨタ通れた道マップ:トヨタ企業サイト

＜2016年度＞
4月：熊本地震（震度7） 6月：北海道内浦湾地震（震度6弱）
8月：北海道/岩手 台風10号豪雨洪水 10月：鳥取中部地震 ・・・

https://www.toyota.co.jp/jpn/auto/passable_route/map/

＜2016年度主な改善＆機能追加＞
①Ｔプローブ交通情報 追加
② JARTIC交通規制情報 追加
③1時間毎更新 →リアルタイム化
④複数個所対応（エリア選択可）
⑤航空写真
⑥規制種別(ｱｲｺﾝ)＆理由 追加
(⑦通れないかもしれない道 表示）



ＴＣスマホナビ：スマートフォン向けアプリ
・2016年12月：スマートフォン向けナビゲーションアプリ「TCスマホナビ」の無料提供を開始

－災害時に備え、トヨタ独自の交通情報を常時掲載－

［ナビゲーション］ ［通れた道マップ］



トヨタ コネクティッド戦略
①全てのクルマをコネクティッド化し「つながるプラットフォーム」を構築
②お客様/社会への貢献＆トヨタ自身のビジネス変革
③異業種・ＩＴ企業と連携した「新たなモビリティ―サービスの創出」
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MSPF: モビリティサービス・プラットフォーム
API をオープン化して、さまざまなモビリティサービスと連携
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＊総務省資料(H24年3月) より抜粋

・「移動/交通に関する便利で質の高い情報」を「リアルタイム」で提供したい

ﾜｲﾊﾟｰ,ABS情報･･

国・自治体ﾃﾞｰﾀ･･

車載ｶﾒﾗ画像･･

避難先情報・・

GS/ｺﾝﾋﾞﾆ情報･･

災害への貢献に向けて



今後の取り組み

 情報の拡充：
・移動/交通に必要な関連情報を拡充
（ｵｰﾌﾟﾝﾃﾞｰﾀ活用・異業種連携・新たな車両情報活用等）

 見易さ改善：
・更新箇所の見える化（リアルタイム性を活かす）

 通れた道 対象道路の拡大：

・主要幹線道⇒細街路も含めた「通れた道」情報を提供



The End.The End.


